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はじめまして！！

三好大助（みよしだいすけ）、21歳、学生です！



生まれは島根県で、
ずっとソフトテニス一筋。

大学もテニスで選ぶほどの熱狂っぷりで、
大学体育会にて念願の日本一の瞬間も味わいました！



そんなテニスジャンキーだったぼくも
いろいろなことがあって、

気づけばなぜかコートからバングラデシュに（笑）

今ではバングラデシュのグラミンという会社で20歳のときから
インターンをしています。

今回は、そんな僕が「旅」に出る、というお話ですが・・



ごめんなさいっ！

ぼくは「世界一周」がしたいわけでもなければ

「旅」がしたいわけではありませんっ。



これは

ある「約束」を果たすための

ぼくの「挑戦」なんです。



２００９年夏。バングラデシュ。

僕はひとりのおばあちゃんとある約束をしました。



「いいですか。「いいですか。

『『目の前のひと目の前のひと』』へのへの深い共感こそが深い共感こそが

世界を変えるのです。」世界を変えるのです。」



「しっかり「しっかり

『『目の前のひと目の前のひと』』を見つめ、を見つめ、

そのひとの可能性を広げなさい。」そのひとの可能性を広げなさい。」



「わかりました。「わかりました。

しっかりとしっかりと『『目の前のひと目の前のひと』』を見つめを見つめ

現場に向き合ってきます。」現場に向き合ってきます。」



「そして必ずや、「そして必ずや、

あなたが可能性に恋できるセカイを創ってみせます。」あなたが可能性に恋できるセカイを創ってみせます。」



じゃあぼくの「目の前のひと」って？じゃあぼくの「目の前のひと」って？



夜中早稲田駅近くのマックでひとり

ボールペンをカチカチさせながら考えてました。



「ミミちゃん」

バングラデシュでぼくがいく農村でいつも会う女の子。

とっても明るくてフレンドリーで元気な子。

周りの人に自分の夢や想いをよく話してくる。

彼女のことがまず浮かんできました。




